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技術マップ更新の全体像

調査・分析を基に技術開発のロードマップ更新

技術マップ更新の目的

AUVに関する技術について、昨年度調査が不十分であった項目や新規に追加すべき項目

について追加調査を行い、技術開発のロードマップを更新する。

主な更新事項

調査に基づく技術の分析 ３類型をふまえた開発の方向性整理 技術開発のロードマップ更新

発進・揚収システム、前方ソナー等の新規追加事項 観測機器の調査・分析
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技術マップの全体像：評価結果

⚫ 自国生産が望ましいものを検討するうえで必要となる情報を整理

要素技術区分
AUV特有の技術

サプライチェーン上の
重要度

海外との比較 AUV全体に占める
コスト大区分 小区分 国内参入事例 技術的優位性

要素技術

動力源
燃料電池 △ 中 〇* ● 不明

二次電池 △* 高 〇 ◆ 低～中
推進器（スラスタ） △ 高 〇 ◆ 低

通信機器
水中通信
機

音響通信 ○ 高 〇* ● 低～中

光通信 ○ 中 〇 ● 高
衛星通信機 △ 中 〇 ◆ 低～中

航法装置

慣性航法装置（INS） △ 高 〇 ◆ 高

速度計（DVL） ○ 高 × - 中

音響測位装置 ○ 高 〇 ◆
中～高

（スペック次第）

水中コネクタ 〇 高 〇 ◆ 中

観測機器

環境センサ

CTDセンサ 〇 - 〇 ▲ 中

CO2センサ 〇 - 〇* ◆ -

pHセンサ 〇 - 〇 ▲ 中

LiDAR × - 〇 ◆ 中～高

画像センサ × - 〇 ◆ 低

圧力センサ

音響測深

マルチビーム測深機
(MBES)

△ - 〇* ▲

低～高
（スペック次第）

サイドスキャン・ソナー
(SSS)

△ - × -

サブボトム・プロファイラ
(SBP)

△ - × -

合成開口ソナー（SAS） 〇 - 〇 不明

前方ソナー

全般に係る
技術

耐圧技術 〇 高 〇 ◆ -
ソフトウェア △ 高 〇 ◆ -
AI関連技術 △ 高 〇 ◆ -

周辺技術
ASV △ 中 〇 ● 高
水中ターミナル ○ 中 〇 ◆ 高
発進・揚収システム

*実証段階（過去の事例含む）*均圧式はノウハウが必要

新規追加した項目
内容を更新した項目

追加・更新イメージ
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技術マップの全体像：評価結果

⚫ 観測機器に関しては以下3つの観点から評価・分析を実施

要素技術区分
航法技術との関係性

水中以外の
ユースケース適用可能性

ユースケースとの関係性
大区分 小区分

観測機器

環境センサ

CTDセンサ

CO2センサ

pHセンサ

LiDAR

画像センサ
圧力センサ

音響測深

マルチビーム測深機
(MBES)

サイドスキャン・ソナー
(SSS)

サブボトム・プロファイラ
(SBP)

合成開口ソナー（SAS）

前方ソナー

航法技術との関係性

⚫ 水中以外の「陸上や水上でのユースケース」にも適用できるもの

（水中以外に市場があるもの）を抽出
水中以外の

ユースケース適用可能性

⚫ 「2030年までに事業化が見込まれるユースケース」や、「2030年

以降に市場拡大が見込まれるユースケース」との関係性を整理
ユースケースとの関係性

⚫ AUVの航法や制御に利用されている/できるされる可能性のある

ものを抽出

〇：関係する

△：将来的に関係する可能性

×：関係しない

整理軸 内容 評価基準

〇：陸上・水上で使える

×：水中以外では使えない

〇：現時点で既に航法技術に利用されている

△：将来的に航法技術の一部として利用される

可能性がある（実証段階）

ー：現時点で航法技術には関係ない

追加・更新イメージ

調査を基に評価
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参考：ユースケースとの関係性について

⚫ 過去検討されたユースケースについて、複数の観点から分析対象とするユースケースを絞り込んだ

うえで、各ユースケースにおける調査項目を抽出して必要とされる観測機器を整理

⚫ 2030年までに事業化が見込まれるユースケースや、2030年以降に市場拡大が見込まれるユースケースを中

心に抽出（既に検討が進んでいるユースケースについても考慮）

観測目的を実現するためのミッション要求や

システム要求を整理し、必要とされる観測機器を整理

                   分野
絞り込みの観点

海洋鉱物
資源

洋上風力
発電

科学調査・研
究

海洋環境
保全

海洋安全
保障

CCS 水産業
海洋
インフラ
管理

防災・減災

市場推計の観点

２０３０年までに実現・実装すべき課題・
取り組みが掲げれている（国策）

・・・

絞り込みにおいて特に注視すべき分野

調査を基に評価（◎○△等で評価）

昨年度検討を基に詳細化
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